
 

        
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

期待すること 

校長 中村 篤 

先日の授業参観・懇談会にはたくさんの方にご参加をいただき、ありがとうございまし
た。また、保護者・地域の皆様には、この一年間様々な場面でご支援・ご協力をいただき、
重ねて感謝申し上げます。 

さて、１月３０日（木）の給食は校長リクエストの「残菜ゼロチャレンジ！！給食」で

した。単品のメニューでは多いときに２０％もの残菜が出てしまうことがあります。そこ
で、これまで残菜量が少なかったものをピックアップし、栄養バランスに留意しながら武
田栄養教諭にメニューを考えてもらいました。当日のメニューは冬野菜のミートソース
ペンネ、海藻サラダ、米粉のカップケーキでした。結果は何と残菜率 1.9%という驚きの

数字でした。牛乳が少し残ってしまったので、牛乳を除けば、ほとんど残菜が出なかった
ことになります。きっと、子どもたちも教職員も意識して食べてくれたのだと思います。
とてもうれしい出来事でした。これを機に、苦手なものでも少しずつ食べられるようにチ
ャレンジしてくれることを期待しています。 

２月１２日（水）に１年生と美幸保育園、はくつる幼稚園との交流会を実施しました。
１年生は元気よく歌や音読、昔遊び（コマ回し）などを披露しました。また、外遊びでは
園児とペアになって鉄棒やブランコ、縄跳び、鬼ごっこを楽しんでいました。成長を感じ
たのは、体験タイムのときです。黄色帽子をかぶせてあげたり、ランドセルを背負わせて

あげたりする中で、算数のワークを見せて、「算数っていうのをやるんだよ」「１＋１わか
る？」などと教えている姿が見られて、ほほえましく思いました。１年生も４月から先輩
になります。立派な先輩になってくれることを期待しています。 

２月２６日（水）の昼休みには今年度３回目の「なかよし活動」を実施しました。兄ク
ラスと弟クラスのペア（１・６年生、３・５年生、２・４年生）で、レクリエーションを
行います。室内ではビンゴ、クイズ、フルーツバスケット、椅子取りゲーム、じゃんけん
列車、爆弾ゲームなどを行いました。校庭では、ドッジボール、大縄跳び、だるまさんが
転んだ、鬼ごっこなどで盛り上がっていました。ドッジボールでは下級生がけがをしない
か心配でしたが、それは杞憂に過ぎず、むしろ下級生は上級生に負けないくらい強かった
ので驚きました。上級生が下級生を気遣う場面もたくさん見られ、ほほえましく、頼もし
く思いました。これからも優しくて頼もしい上級生でいてくれることを期待しています。 

子どもたちは、こうした日々の学校生活での小さな成長の積み重ねにより、この一年間

で確実に大きく成長しました。ご家庭でも一年間を振り返り、お子様ができるようになっ
たことをたくさんほめ、また、新しい学年に向けて励ましの言葉をかけてくださいますよ
うお願いいたします。 
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◇学校教育目標◇  

「 考える子 思いやりのある子 がんばりぬく子 」 


